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１．本年度の重点目標 

 

 

 

 

 

 

２．園評価項目 

  未満児 0.1.2 歳児 ／ 以上児 3.4.5歳児 

分野 評価項目 園自己評価 改善の方策 等 園利用者評価 

保
育
方
針 

「しなやかな心と体で個性豊かに遊びこ

める子どもに」を目標に各年齢に応じた

計画をたて、元気いっぱい遊べる子、考

えて行動する子、友達と仲良くできる子

の育成に向けて努力する。 

 常に保育方針に立ち返って保育を振り返り「しな

やかな心と体で個性豊かに遊び込める子どもに」を

目標に、各年齢に応じた保育計画のもと、子ども達

の育成に全力を注いでいます。 

 園の方針である「しなやかな心と体で個性豊かに遊びこ

める子ども」を目標に、年齢に応じた保育計画のもと、子

どもたちが元気いっぱい遊びながら成長できる環境が整え

られていると感じています。友だちとの関わりを大切にし

ながら、自分で考え行動する力が育まれています。 

職
員
に
つ
い
て 

子どもの発達段階及び保育、教育のあり

方を学び、子どもの心に寄り添うことや

保護者との協同など、総合的に子どもの

理解をめざす。特に未満児の場合は指導

的立場の職員と経験年数が少ない職員を

同じ担当クラスに配置して、保育状況を

目で見て理解できるよう配慮する。 

 総合的な子どもの理解を深めるため、日常的な振

り返りをはじめ全体研修や学年ごとの研修を行い、

子どもの発達段階や子ども理解について学んでいま

す。また園外の研修に参加した保育士から研修報告

を受け、職員全員で共通理解をし、子どもの心に寄

り添えるよう、学びを深めています。 

職員の皆様は子ども一人ひとりに寄り添い、温

かく丁寧に関わって下さっていると感じていま

す。保護者との連携や日々の様子の共有も丁寧

で、安心して子どもを預けることができていま

す。 

「しなやかな心と体で個性豊かに遊び込める子どもに」   ①読み聞かせによる体験保育 
 元気いっぱい遊べる子  やりとげる子         ②のびのびと体を動かして遊ぶ               
 考えて行動する子    待てる子           ③日本の伝統を大切にしながら、外国人先生にも親しみ、真の国際人を育てる 
 思いやりのある子    思いを言葉で表現できる子   ④主体的・対話的で深い学びの実践 



園
児
に
つ
い
て 

主体的に遊びこめる保育や教育が出来る

よう努力する。子ども達が毎日楽しみに

登園できるよう、十分な声かけやスキン

シップを行う。 

 一人ひとりとスキンシップを大切にしながら、子

どもたちの思いに寄り添って保育し、のびのびと主

体的に遊び込めるように援助しています。 

 子どもたちは毎日楽しそうに登園し、友だちや先生と関

わりながらのびのびと過ごしている様子が見られます。先

生方の温かい声掛けや関わりの中で、安心して園生活を送

り、心身ともに成長していると思います。 

施
設
・
整
備
に
つ
い
て 

・定期的に遊具、施設設備の点検をし

て、安全面に注意をはらい、ケガのない

ようにする。 

・不審者侵入対策について、録画カメラ

の設置をしたり、開門時の立ち当番をお

いたりして、心がけている。 

 大型遊具は定期的に業者の点検を受け、用務員・

保育士が月次点検を行い気付いたことは園長に報告

し修繕等速やかに対応しています。不審者侵入対策

は通用門の施錠を徹底し朝・夕の開門時は必ず立ち

当番を配置しています。また、不審者を想定した避

難訓練を行い実践的な手順を定期的に確認していま

す。 

 園内の遊具や設備は、日ごろから点検や整備

が行われており、安全面への配慮がしっかりさ

れていると感じています。また、防犯対策につ

いても取り組まれており、安心して子どもを預

けられる環境が整えられていると思います。 

保
育
内
容
に
つ
い
て 

・絵本の読み聞かせにより、自然や動植

物、物語等に興味を持つ子どもを育て

る。 

・保育内容は自分の思いを言葉で伝えら

れるようコミュニケーション能力を高め

る。 

・アクティブラーニングなど主体的保育

の取り組みや英語学習システム「サイバ

ードリーム」を導入している。また、外

国人先生と一緒にあそぶ英会話教育を行

うことで、ネイティブの発音に耳慣れ、

異文化に親しみ、広い世界に目を向けら

れる子どもに成長するように導く。 

・鉄棒、マット、跳び箱、のぼり棒等、 

走ったり、跳んだりすることを楽しんで

挑戦できるように導く。 

 

 絵本の時間を大切にし、月刊絵本を毎日読んだり 

様々な絵本を読み聞かせしたりして、豊かな絵本体

験を重ね、多くのことに関心を持てるように保育を

しています。 

 

 子どもたちが色々なことに興味を持ち、主体的に

遊びを深められるように、子どもたちの発想を大切

に、コミュニケーションをとりながら遊びの世界を

広げていけるように環境を整えています。 

 

外国人講師との触れ合いやサイバードリームによ

る英語学習システムで、ネイティブな英会話を親し

みながら学んだり、安田式遊具を活用してダイナミ

ックに体を動かして運動遊びを楽しんだりしていま

す。 

 絵本の読み聞かせや運動遊び・英語活動など 

様々な体験を通して、子ども達が楽しみながら

学び、成長できる保育が行われていると感じて

います。また、友だちとの関わりの中で思いや

りや協調性を育む機会も多く、日々の園生活を

通して子どもたちの成長を感じることができま

す。 

子ども一人ひとりの個性や発達に合わせた関わ

りを大切にしながら、主体的に活動できる環境

づくりがされており、安心して子どもを預ける

ことができる保育が行われていると思います。 



預
か
り
保
育
に
つ
い
て 

子どもの状態に応じて、慣らし保育や合

同保育等、色々な対策を行う。 

 

 

 

 

 日々の子どもたちの健康状態をこまめに観察し、

体調の変化に応じて対応をしています。 

 慣らし保育は、子どもの一人ひとりの様子に合わ

せ、無理なくスムーズに園生活に慣れていけるよう

に、配慮しています。 

 子どもの状態や家庭の状況に応じて柔軟に対

応していただき、安心して利用できる体制が整

えられていると感じています。 

子どもたちも落ち着いた環境の中で過ごすこと

ができ、保護者にとっても大変助かる取り組み

だと思います。 

子
育
て
の
支
援
に
つ
い
て 

・入所者以外の親子を対象とした 

「まちの子育てひろば」を開催する。リ

ズム遊びや読み聞かせ、子育て相談、園

庭開放など親子遊びの活動を通じて子育

て中の親子が集える場を提供する。 

 

 

「まちの子育てひろば」では、希望された未入所の

親子とリズム遊びや折り紙あそび、子育て相談に応

じたり、園庭を開放して親子が安心して遊べる場を

提供したりして、子育て支援に努めています。 

 地域の子育て家庭に向けた取り組みが行われ

ており、親子が交流できる機会や子育てを支え

る環境づくりに配慮されていると感じます。 

 地域に開かれた園として、子育て支援にも積

極的に取り組まれていると思います。 

給
食
等
の
実
施
状
況
に
つ
い
て 

・給食懇談会を行い看護師、栄養士、保

育士を交えてアレルギー児対応や安全給

食について学習会を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 給食の提供が安全に行われ、食への興味が深めら

れるよう、日々気をつけて配膳・介助等に努めてい

ます。 

給食懇談会では、看護師・栄養士・保育士がそれぞ

れの立場からアレルギー児の対応や安全な提供につ

いて討議し、全職員が周知・徹底を行っています。 

 給食については、栄養面や安全面に配慮さ

れ、子どもたちが安心して食事ができるよう工

夫されていると感じています。 

 また、アレルギー対応や食育への取り組みな

ど、子どもたちの健康や成長を考えた配慮がさ

れており、保護者としても安心して任せられる

環境だと思います。 



保
護
者
会
等
の
活
動
状
況
に
つ
い
て 

・園児の保護者及び職員が一体となり、 

園と家庭との連絡を密にし、園児に対す

る正しい理解を深め幼児教育の向上を図

る。 

・年に数回、参加型行事や参観の機会を

設けて、本園の保育について理解をえた

り、意見をうかがったりする。 

 

・問題を抱えている園児については必要

に応じて相談会を設ける。 

 保育や園児の様子など、保護者とこまめに連絡を

取り、園と家庭が共通理解をして子どもたちの成長

を見守り、保護者支援を行っています。 

 

 保護者参加型の行事や参観を通して、子どもたち

の姿や園の保育などを理解していただいています。 

 

保護者のご希望や必要に応じて、担任や園長との

個別懇談会を行っています。 

 保護者と園が連携しながら子どもたちの成長

を見守る取り組みが行われており、行事や参観

などを通して園での様子を知る機会が設けられ

ていると感じます。 

園と家庭が協力し合いながら子どもたちの成長

を支える環境づくりがされていると思います。 

登
園
・
降
園
に
つ
い
て 

・事故防止の為、必ず保護者同伴を原則

とし登園、降園時の安全に配慮する。 

 

 

 登園・降園時は、事故防止の為必ず保護者と手を

つなぎ、担任との挨拶後は、速やかに降園できるよ

うに配慮しています。 

 正門前には立ち当番を配置し、事故を防げるよう

に見守っています。 

 登園・降園時の安全面について配慮されてお

り、事故防止のための取り組みが行われている

と感じます。 

 子どもたちが安心して通園できるような環境

づくりに努められていると思います。 

園
児
募
集
に
つ
い
て 

見学者については、日時を設けて対応し

ている。障がいのある幼児の入園相談も

行っている。 

 令和７年度は 15回の見学会を行いました。園の方

針などをご説明した後、園内を見学していただき、

希望者には相談にも応じています。 

 障がいのある園児、保護者が不安に思っているこ

とがある方にも相談を行っています。 

 見学や入園相談などの機会が設けられてお

り、園の様子を知ることができる環境が整えら

れていると感じます。 

 様々な家庭の状況に配慮しながら、丁寧に対

応されていると思います。 

財
務
状
況 

財務状況は概ね健全であり、適切な管理のもと運営されています。また、財務に関する内容については公認会計士による監査を毎年受けてお

り、信頼性および透明性の確保に努めています。 



評
価
に
つ
い
て 

 

 教育目標の実践、達成だけでなく、生きる力の基礎となる自尊感情・自己肯定感を高められるよう、一人ひとりの思いを受け止め、寄り

添いながら共感しています。 

 保育の五領域「健康・人間関係・環境・言葉・表現」や幼児期の終わりまでに育ってほしい１０の姿「健康な心と体・自立心・協同性・

道徳性・規範意識の芽生え・社会生活との関わり・思考力の芽生え・自然とのかかわり・生命尊重・数量や図形、標識や文字などへの関

心、感覚・言葉による伝え合い・豊かな感性と表現」をふまえ、日々の保育に生かしながら心身ともに健やかな子どもの育成に向けて努力

できました。 

 今後も一人ひとりが主体的に遊び込めるよう、努力を重ねていきたいです。 

 

 

 


